
振り返ると昨年の科学技術界に

も様々なできごとがありました．

日本人研究者によるノーベル物理学賞受賞はプラズマとは

分野は違うものの大変に喜ばしく，ともすれば応用研究に

偏りがちな昨今の情勢に一石を投じたもの，ともいえるで

しょうか．

特に名古屋大学の天野浩教授は，大学院生時代から長い

間，研究成果の芽が出ずに実験の失敗が千五百回を超え

た，とのことです．その間は，相当程度にプレッシャーも

あり，大変だったと想像されますが，それを糧にしての成

果というのは本当に素晴らしいものだと思います．また長

期間にわたりそれを支えた大学という環境を抜きにして語

れないことだとも思います．

しかしその大学での研究環境も，そして大学自身も大き

く変わろうとしています（あるいは一部では既に大きく変

わっている）．他方で，昨今の若手研究者らは任期制のポジ

ションに付くことで，どうしても短い期間での成果が求め

られます．さっそうと現れた若手研究者による STAP細胞

の存在は，もはや幻となりました．長期間にわたる研究成

果としての青色LEDの成功と反して，短期間ですい星のよ

うに現れた STAP細胞というのは，現代の科学技術の光と

影なのかもしれません．

私達は，プラズマを基盤とする科学技術の研究開発に取

り組んでいます．学術的興味に基づいたプラズマの基礎学

理を行う部分と（主に予算の関係で）数年程度で短期的な

成果の求められる応用分野の狭間で，今後も悩み，またそ

の時々の国の施策により翻弄される部分もあるのでしょ

う．しかしながら長期間にわたる研究によってもたらされ

る成果と，比較的，短期間で出口を見据えた応用研究のあ

り方を，今一度，考え直す岐路に立っているように思いま

す．

私自身が答えをもっているわけではありませんが，若手

研究者の皆さんには，ご自身のおかれた環境の中で，他分

野の研究動向も勉強しながら，あせらずに研究テーマを考

えてもらえたらと思います．また先生方には論文の出ない

期間こそが，若手研究者を育てている大切な期間だという

ことを（様々に制約はあろうかと思いますが）ご理解いた

だき，今後，３０年後の日本の科学技術が花開くような種ま

きをお願いしたいと思います． （清水一男）
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